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小説 『マソスフィー・ル ド・パーク』は、裕福なgentryの 一 家と、この一家に養われている若い

女性ファニー ・プライスの成長と自立の過程を描いている。ファニーは一家にとって部外者であり、

従順でおとなしい性格でもあるために、疎外感を味わう。だが、彼女のアウトサイダーとしての視点

は、彼女の周囲の人々を冷静に眺めるのに役立った。オースティソはこの作品で、ファニーを通 して、

ジェソ トリーの社会を客観的に描こうとしている。二つのジェソ トリーの家族、田舎で土地の経営に

あたるバー トラムー家と、土地を離れ都会で消費生活を楽 しむクロフォー ド兄妹が登場するが、好意

的に描かれているのはバー トラム家の方である。バー トラム家は道徳的、勤勉、ストイックであ り、

ヒロイソが最終的に、一家に迎え入れられるのも彼女の実務能力、 「有用性」が認められたからであ

る。資本主義最盛期の英国上層ジェソ トリーの一家に 「プロテスタソト的」な精神が見てとれる。

MansfieldParkはNorthamptonの 大 地 主SirThomasBertramの 所 有 地Mansfield

Parkを 舞 台 に、 この一家 に養育 され ることにな った姪のFannyPriceと 、 彼女 を取 り巻 く

准 男爵一家 が主 人公で あ る。言 わば、部外者 であ るFannyが 、Bertram家 の一 員 と して受

け入 れ られ るまで の過程 が、次男.Edmundへ の 恋 と、若 い地主HenryCrawfordの 求 婚な

どを交 えて描かれてい く。

Austenは0貫 して、若い女性 の 自己形成 の過程 を描いた作 家で ある。 この小説 も基 本的に

は、 ヒ ロイ ソFannyPriceの 物 語で あ り、彼女 の結婚 と、そ れに至 る 自己形成 の物語 であ

る。 ヒロイソを取 り巻 く背景 が田舎の地主層(gentry)に ほ ぼ限定 されてい るのは、Austen

の小 説 の通例 と言 って よいだ ろ う。だ が、 この小説で は、 ヒロイ ソが中心 とな る家族 の本当の

娘 ではない とい うところが、重要で ある。Fannyと い う部外者 を通 して、gentryの 世 界に批

判 的な視点 が生 まれて くるか らであ る。Fannyは 最 後 に、地主 一家 に迎 え入れ られ 、彼女 自

身 も結 局、 自 らの判 断 で 田舎 地主 の生 活 を選 び取 るので あ るが、 それ は部 外者 の立 場 か ら

Bertram家 の短所 ・長 所を経験 した うえでの厳 しい選択の結果 なので ある。
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ところで、 この小説に は 「土地(estate)」 に ついての言及 が 目につ く。 例 えば、 「庭 園改

良(improvement)」 が ひ とつ のモ チー フ と して繰 り返 し取 り上 げ られ 、Mr.Rushworth

の屋 敷SothertonCourtの 庭 の場面は重要な場面 のひ とつである。その他、牧師館の庭をめ ぐる

Mrs.NorrisとGrant夫 妻 の確執 、SirThomasの 西 イソ ド諸 島Antiguaに お け る農 園の

経 営についての言及、FannyがPortsmouthで 思 い出すMansfieldの 田 園の美 しさ等 、 ど

れ も 「土地」 と結 びついた ものであ る。

こうした 「土地」 への関心 は、道徳的な次元でFannyの 物 語 とかかわ ってい る。例 えば、

Mr.Rushworthの 「庭園改 良」 のエ ピソー ドであ る。 「庭 園改 良」 とは18世 紀 か ら19世 紀 に

かけて、貴族や地主 の間で、邸宅 と 「土地」 の調和 を図 り、景観 を良 くす るため に、 「土地」

全体を絵画風に模様替 えす ることが流行 したことをい う。だが、 「改良」問題はMr.Rushworth

の庭 の問題に止 ま らず、HenlyCrawfordの 人 格改造は可能 か とい う問題 に発展す る。それ は

FannyとHenryCrawfordの 結 婚 にかかわって くる大事 な問題 であ る。

この よ うにgentryの 生 活 の基 盤 で あ る 「土 地 」 との か かわ りは、 そ の所 有 者 で あ る

gentryた ちの倫理 にかかわ って くる ことにな る。 つ ま り 「土地」 を通 してgentryの 在 り方

が問われ るわけであ る。

gentryはAustenの 小 説 の世界 の基盤 であ る。 彼女 自身 もその一 員であ った19世 紀 初頭 の

イギ リスのgentryを 彼 女は どのよ うに とらえ、MansfieldParkで ど のよ うに描いてい るの

だ ろ うか。 また、 「財産 も教育 も縁故 もない1)」(p.3)退 役 海 軍将校 の娘 で あ り、Bertram

家 で は 「貧 しい親戚(poorrelation)」 にす ぎない ヒロイソのFanny自 身 の問題は、大地主

Bertram一 家 の問題 と、 どうかかわ って くるのだ ろ うか。

本論 は、gentryの 在 り方 についての作 者の考 え方 を明 らかに し、それが この小説 の主 ス ト

ー リーであるFannyの 物 語と
、どういう関連を持つかとい う点について、見ようというものである。

IFannyPriceの 視 点

Feminism批 評 は2)、JaneAustenが 常 に女 性を主人公 と して、女 性の視 点か ら、身 の回 り

の現実 を描いた とい うことに、意味 を見 いだ して いる。男性 中心 の社会 にお いて、女性 は必然

的に、革新的な存在 とな らざるを得 ないか らであ る。小説MansfieldParkに お いて、Austen

は 非 力 な女 性 の な か で も、 特 に、 年 若 く、 貧 しい ヒ ロイ ソ を設 定 した 。FannyPrice

は 小柄 で、体 力に も乏 しく、 目立 つほどの美貌 にも恵 まれ ない し、極度 に内気で、遠慮深 いと

い う地味 な タイプの女性 に描 かれ てい る。 この よ うに、圧 倒的 に非 力な ヒ ロイ ソは 、か えっ

て、 彼 女 を取 り囲 む社 会 の許 容 度 を推 し量 るバ ロ メー ター とな り得 る。FannyPrice

は 准 男 爵 家 の 家族 の あ りか た、HenryCrawfordのRegencyLondon、Portsmouth

の 貧 しいgentleman,Mr.Priceの0家 を 考察す る際に指標 的役割 を果 たすのであ る。

Fannyは 十 歳 の時 に、辛 うじてgentlemanと 呼 べ る程 度の、 貧 しい退役海軍将校 の家庭

か ら、伯母 のい るMansfieldPark(以 下 、M.P.と 略)に 引 き取 られた。

M.P.は 准 男爵SirThomasBertramの 本 拠地(countryseat)で 、 「周 囲五 マイル の本

格 的なパー ク」に、 「場所 もよ く、ほどよ く隠 れていて、 どんな全国紳士邸宅版画集 に載 って

も恥 ずか し くない、広壮 な、近代建築の大邸宅(p.48)」 が建 っている。一家の 当主、伯 父の

SirThomasは 義 妹 の窮状 を見 かねてFannyを 引 き取 った とい う、親切 で、有徳 の人物 であ

る。 だが、家庭 内では、JohnLockの 言 う 「子供 を愛 してはい るが、絶 えず堅苦 し く、権威

主義的な態度と、常に子供 に距離 を置 くことで、統制を したがる父親」にそっ くり当てはまるのだっ

た3)。伯 母 のLadyBertramも お っ とり した好人物 だが、 「美 しく着飾 って ソフ ァに座 り、
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美 し くもない し役 にもたたない手の こんだ刺繍で も しなが ら、子供 の ことよ り狛の ことを考 え

てい る」(PP.19-20)と い う具合 で、主婦 として も母親 と して も失格で ある。

Fannyは 、 この伯 父、伯母 の もとで成長 す るのだが、Bertram家 に おけ る彼女 の立場は決

して 恵 まれ た もの とは言 えな か っ た。 とい うの は 、 この 家 に は も うひ と りMrs.Norris

と い う伯 母 がい て、LadyBertramに 代 わ って主 婦 役 を務 め て い たが 、 この伯母 は けち

でやかま しいだけでな く、Fannyに 対 しては意地iなG。dM。therで あ ったか らで ある。

このMrs.N・rrisは 、鮪 なLadyBe貢ramど は対照 的に、繰 ずせ わ し く動 き回 ってお

り4)、勤 勉精神の象徴 のよ うな人物で あるが、Fannyを 一 家 の 「貧 しい親戚」 として位置づけ

るのに も熱心 であ る。彼女 の 口癖 は、 「・ … あ なた に くれ ぐれ もお願 い してお きますけれ

どね、出 しゃば ってはいけ ませんよ … 覚 えてお きな さい、 どこにい ようとも、あなたが一

番身分 が低 く、あなたが最後 なのです よ ・… 」(p.221)と い うので あ る。

FannyはMrs.Norrisの 進 言で 「(SirThomasの)娘 た ちか ら遠 す ぎず 、女 中 たちのす

ぐ近 く」(pp.9-10)に あ る 「小 さな 白い屋根 部 屋」 をあ てが われ るこ とにな った。 この

`littl
ewhiteattic'は 「貧 しい親戚」 であ るFannyの 家 庭 内で の地 位 を如実 に示 してい る

とも言 え る。

Bertram家 に は、Tom、Edmund、Maria、Juliaの 四 人 の子供 が いた。Fannyは そ の中

の最年少 であ るbこ れはいろいろな意味 で、彼女 が一家 の弱者 であ ることを示 して い る。 しか

も、Fannyは 年 令 の割 に身体 が小 さ く、容貌 に も、態度 に も、何 ひとつ 目立つ と ころが なか

った。Bertram一 家 は揃 って背 が高 く、堂々 と してお り、美貌 で もあ る ことが強調 されてい

るか ら、Fannyの 凡 庸 さが 目立 つ よう意 図 されてい る ことは明 白であ ろ う。(背 が高 く堂々

と してい ることは、 この時代、優美 さの必要条件 と考 え られて いた5))

Fannyは 聡 明 さの点 で も、い とこた ちよ り劣 ってい た。彼女 は才女型 では な く、努 力家な

のである(そ のため、批評家か らも、優等生であると非難 されることが多い)。 その上 に、Fanny

は 「極 端 に臆 病 で恥ず か しが る(p.12)」 性 格で あ ったが、 この よ うな性格 が、Fannyの

Bertram家 で の生活 を一層 、窮屈 な もの に してい た とも言 え るだ ろ う。Fannyは`Ican

neverbeimportanttoanyone.'(p.26)と い う屈折 した思 いか ら脱却 す る ことがで きな

い。18歳 に な って も、Fannyは まだそ うした思 いを引 きず っていたので ある。

この ような`nobody'と してのFanny像 の 設定 は、 ヒロイ ソと しては魅 力に乏 しいか も

しれないが、観察 し、報告す るナ レーターと しては好適 であ る。劣等感 と被害者意識 は周囲の

観察の絶好の アソテナで ある。 また、成長途 中の精神 的に未熟 な ヒロイソを設定す る方 法は、

教養小説 では良 く見 られる ことであ る。Fannyが 自分 の弱 さを克服 し、 「つま らぬ人間」 か

ら脱却 し、 周 囲 の 人 々 に 自分 の真 価 を認 め させ る こ と がで き る よ うに な れ ば 、Fanny

の物 語は完了す るわ けで ある。

Fannyに は た だ一人 、味方 にな り、親身 の愛 情 を注 い で くれ る保護 者 があ った。次 男 の

Edmundで あ る。彼 はMrs.Norrisの 意 地悪 か らFannyを 護 り、読書 を薦 め、情操面 の教

育に も心 を砕 く教 師で もあ る。Fannyは 感 謝 の心 か ら、 いつ しか彼 を愛す る ようになるのだ

が、彼の方 はそれには気がつかない(こ れはAustenの 小説 に多い パター ソであ る)。

この よ うな状 況の もとに 、一一家 の隣 人 と してCrawfordと い う兄 妹 が現 れ る(彼 等 は

Bertram家 と同 じ地主階級であるが、gentryに と って生活の本拠地である田舎を離 れ、London

で 暮 らしてい る)。 この裕福 な若 い地主 のHenryCrawfordと そ の妹Maryは 、Bertram

家 の 子供 たち に と って 、理 想的 な 結婚 候補 者 と思 わ れ た。 だ が、実 際 には 、彼 らはJane

Austenの 小説 に必ず登場す る 「魅力ある悪人(charmingvillain)」 で あって、彼 らのおかげで
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M.P.は 少 なか らぬ混乱 に陥 るのであ る。

Austenの 「魅力あ る悪 人」 とは、地位 も財産 もあ り、人一 倍、才能 に も美貌 に も恵 まれて

い るが、道徳心 の欠如 した人 間を指 し、大抵 は誘惑者(seducer)で あ る。HenryCrawford

は ス マー トな青 年 だ が 、 「想像 し うる限 り最 悪 の プ レイ ボ ー イ(p.43)」 と い うMary

の言 葉 そのままの人物 で あ り、MalyはMaryで 、 才色兼備 だが、現実的 で打 算的な女性で

ある。 ただ、 この二 人は非常 に人 当た りが よ く(aimiable)、 物 腰 が洗練 されて お り、誰 に

も、読者 に さえ も、な かなかその真 実が見抜 けない。Bertram家 の二人 の娘MariaとJulia

は 、Henryに 夢 中 にな った。Mariaは そ の とき既 に婚 約中 の身 だ ったが、Henryは 平 気 で

Mariaに 接 近 してい く。EdmundはMaryを 好 きにな り、MaryもEdmundに 引 かれ る

が、彼が財産相続人である長男でないことにこだわって、色 よい態度を見せない。牧師になるつもりの

Edmundは 懊 悩 し、MariaとJuliaがHenryを め ぐって対立 してい ることに も気が つかな

いほどであ る。

このよ うに、都 会的で スマー トな兄妹 が出現 しただけでBertram家 の メソバー がそろって

醜態を見せた とい う事実を、我々はどう受け止めるべ きだろうか。Bertram家 で は、その時、Sir

Thomasが 家 を留守に していた。父親のいない間に、家族がつかの間の解放感に浸 ったとすれば、Sir

Thomasの 家 長 と しての影 響力は表面 的な もので あ り、その内容 に も問題 あ りと言わね ばな

らない。子供達 はMariaの 婚 約者Mr.Rushworthの 「庭 園改良」計 画 に同調 し、馬車 をつ

らねて彼 の古い屋敷 を訪 問 した り、Londonで 大 流 行の セ ソセー シ ョナルな芝居 を居間で稽

古 した りす るが、父親 の存在 が忘れ去 られ ると共 に、MansfieldParkを 律 して いた道徳律 も

次第 に忘れ去 られてい く形 であ る。 自由闊達 なCrawford兄 妹 に影響 され、各人 が己の欲望

のままに行動 し始 め る。Tomは 長 男 と して の責任 を忘れ、Mariaは 婚 約中の身で ある ことを

忘れ、EdmundはFannyを 保 護 してや ることを忘 れて しま う。 それは 自由で活 気の あ る毎

日を もた ら したが、不和 や嫉妬 が生 じるのを避け るわ けには行 かなかった ・…

Londonか ら来 たCrawford兄 弟 は、家柄、容 姿、才能、洗練 された マナー、加 えて、人

当た りの よさと、非の打 ち所 のない ように見 えて、実 はM.P.の 秩 序 の破壊者 であ る。M.P.

の住 人 は誰 もそれを見抜 けないが、ひ と り、 ヒロイソのFannyだ け は彼 らの魅力 に 目が くら

む こともな く、彼 らが巻 き起 こす騒 ぎを冷静 に見守 ってい た。

Bertram家 の 「貧 しい親戚 」にす ぎないFannyが 家 族 の中で孤立 してい るに もかかわ ら

ず、Crawford兄 妹 の悪影響 をはねつけ ることがで きた ことは重 要であ る。疎外 されていたか

ら こそ これ が 可 能 だ った の で あ る。 一 同 がSothertonCourtへ 行 く時 も、Fannyは

Edmundの 犠 牲 的行動が なけれ ば行 けなか っただ ろ うし、芝居 に も一人 だけ参加 せず、 苦い

孤 独を味 わった。 この孤立感 がFannyを 冷 静 に し、Bertram家 本 来 の考 え方 に基づ いて行

動す る余裕 を与 えたのであ る。家族 の他 の メソバ ーは、平生 のM.P.の 生 活 を大 き く逸脱 し

て、Crawford兄 妹 の行動 に巻 き込 まれ る形 になったが、Fannyだ け はCrawford兄 妹 のす

べてに反 擾 した。古い並木を切 り倒 す計 画、流行の芝居 を田舎 の屋敷 で軽 々 しく上演 しようと

い う試み、牧師や親などの権威を茶化すような態度、金が全てを解決するとい うMalyの 考 え ・…

Fannyの 意 見 は 、留 守 中のSirThomasの 意 見 を代 弁 す る もので もあ る。Fannyと

Crawford兄 妹 の対 立 は、実はMansfieldParkとLondonの 対 立 であ る。 この点 に つい

て、 さらに詳 しく見 ることに しよう。

IIgentryの 世 界

BertramO家 とCrawford兄 妹 は 同 じ上層gentryに 属 してい ると言 って よい。 と ころ
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が 、 同 じよ うに裕福 なgentryで も、Bertram家 とCrawford家 で は、その在 り方 も価値観

も全 く異 な って い る。Bertram家 の 気風 は謹厳 なSirThomasそ の 人 に象徴 され るよ うに

「禁欲(Stoicism)」 で あ り、Mrs.Norrisが 些 か 戯 画 化 し て 表 現 し て い ,る

「勤勉(diligence)」 で あ り、牧師志望のEdmundが 示 す 「誠実(honesty)」 で ある。 これに

LadyBertramの 表 す 「,,=°.ui(serenity)」 とFannyの 「素朴(innocence)」 を 加 えれ

ば、M.P.の 価 値 を言 い得 た ことにな るだ ろ う。一方 、Crawford兄 妹 のそれ は 「人当た りの

良 さ(amiability)」 で あ り、 「個人 の 自由(individualfreedom)」 で あ る。 この 「自由」

には、一切 の道徳 的規範(特 に性道徳)か らの 自由が含 まれ ることは言 うまで もない。

この二つの家族 の価値観 の違いは、経済的要因によるもの とは考 え られない。なぜな ら、Henly

Crawfordの 年収は4000ポ ソ ドで しかなく、SirThomasは その倍の1万 ポソドはあると考えられるの

に、Bertram家 の 暮 ら しぶ りの方 がむ しろ、堅 実 だか らであ る。 違 い はむ しろ、Bertram

家 が 「田舎」 に とどまってい るのに対 し、Crawford兄 妹 が 「田舎」 を離 れ、おお いに都市生

活 を楽 しんでいる ことに求 めるべきだ ろ う。

gentry階 級 にとって、 田舎 に住 むか、都 会 に住 むか とい う問題 は単 なる好 みの問題に とど

まらない。地主に とって田舎 は、彼 らの本拠地 である。 自ら居住 し、土地の経営 ・管理を行 な う

countryseatに お いて、gentryは 司 法、行政 、文化 、福祉 の面で住 民た ちに大 きな影 響力

を持 ってい る。貴族 とgentryの 違 いは、 その影響力 が全国規模 で あ るか、一 地方 に止 まる

かの違い にす ぎない。

そ うしたgentryに と ってLondonは 、season毎 に 出掛 けて い き、社交 を楽 しみ、買物

をす る場所で ある。Weymouth,Brighton,Bathと い った保養都市 について も同 じことが言

える。gentryに と って田舎 は生産 の場で あ り、都会 は消費の場で あ る。Londonな ど の都 会

へ行 くには旅費 や滞在 費 など費用 が かさむので、 この贅沢 は裕 福 なgentryだ け の楽 しみだ

った。Bertram家 はgentryの 中 で も大領 主(greatlandlord)に 匹 敵 す る収 入 があ る(推

定年収約10.000ポ ソ ド6))。 毎 年Londonで 社 交seasonを 過 ごす ことが楽 に出来 る年収であ

る7)。だ が、夫人 のLadyBertramが 社 交 を嫌 うので、SirThomasはLondon'に 住 まいを

持 つ ことをや めてい る。結 果的 にBertram家 は 、都会 生活 とは距離 をおいて い ることにな

り、地方 生活 に専念 してい ることが、 その特徴 とな ってい るので ある8)。

.__.方
、Norfolkの 地 主 であ るHenryCrawfordは 「住 まいの恒 久化、交際範 囲が限 られ る

こと」(p.41)を 嫌 って、Londonそ の他 の新興保養都 市 で暮 ら し、土地 の経 営 は管理 人任

せに してい る。 ところで、当時のLondonは 後 にRegencyLondonと 言 われ、BeauNash

風 の 優雅 で洗練 された社交文化 の中心 だ った。 時の摂政皇 太子(後 のGeorge4世)は 有 名な

伊達者 で、芸術 のバ トロソで もあ ったが、不品行で も有名 だ った。Austenが 彼 を嫌 っていた

ことは、Emmaを 皇 太子に献呈 したときの経緯からも、書簡か らも明らかで ある9)。また、Austen

の作 品に登場す る悪漢 たち(villains)一 た いて いは魅 力あ る誘 惑者(seducer)で あ る一 がほ

とんど、Londonか ら来 ている ことも、 この際 興味深い事実で ある。

こうして見 ると、Bertram家 とCrawford家 の 相違 は 「田舎 」対 「都 会」 とい うことにな

りそ うで あ る。Londonは 魅 力的 だが、道徳的退廃 と結 びつ いてお り、 作者 が常 にこの点 を

問 題 視 して い た こ と は 明 ら か で あ る。 「田 舎 のinnocence」 に 対 し 、 「都 会 の

sophistication」 と い うの は陳腐 な図 式であ るが、gentryに と って、都会 と道徳 的退廃 が ど

うい う意味 で結 び付 くのかとい う点 について、 さらに掘 り下げてみ たい。

gentryと してのBertram家 とCrawford家 の 違 いを突 き詰め てい くと、彼 らの 「土地」

とのかかわ り方 の相違が問題 になる。TonnyTannerは 、Bertram家 を 「在地地主(resident
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nativegentry)」 、Crawford家 を 「不在地 主(nonresidentgentry)」 と呼 び、両者の違

いは 「土地 に対す る貴族 的な愛 着(aristocrasticattachmenttotheland)」 の有 無 にある

と してい る10)。

「土地 に対す る貴族 的な愛着」 とは何で あろ うか。 「不在地主 」で あ るHenryCrawford

に と って、土地所有 は単 なる収入源 にす ぎない。都会では 「金 が全 てを解決す る」 のであ る。

これに対 し、Bertram家 は 所領 地 で小作 人 と共 に暮 ら して い る。Londonか ら来 たMary

は 、Mansfieldで は い くら金 を積 んで も農繁期 に馬車 を借 りることがで きない と知 って驚 く。

M.P.は 農 村共 同体 の中にあ り、SirThomasは そ の リー ダー と しての責任 を強 く意識 してい

るのであ る。Antigua(西 イ ソ ド諸 島)の 農園の経営が悪 化すれば、SirThomasは 海 を越 え

て出掛 けて行 く。彼 にとって、土地の経営 はそれ ほど大事 である11)。

こ うしたBertram家 的 な在 り方 は、 「土地 に対 す る愛着 」 を基 盤 と してお り、 かつて の

「封建領主」 を思 わせ ると ころがあ る。SirThomasは 支 配 す るもの と して の`noblesse

oblige'を 自覚 し、貴族的 な 自負 心 さえ感 じとれ る。 反対 に、HenryCrawfordが 土 地 の経

営を管理 人任せに しているのは、彼 が 「土地」 に対 して特 別の愛情 を持 っていないか らであ る

と解 され る。

ま た 「土 地 へ の愛 着」 とい う ことで 、改 め て この作 品 を眺 め てみ る と、 この小 説 で は

「土地」 へ の愛着 が、極 めて具体的 な形で示 されて い ることに気 がつ く。例 えば、 「地所(

estate)」 に寄 せるgentryら しい好み、すなわち、造園熱(gardeningcraze)が 描 かれてい る。

Mr.Rushworthが 「庭 の改良」熱 に と りつ かれ 、造園家H.Reptonを 雇 って、古 い屋敷を

「改 良(improve)」 し よ うとす る。 す る と、 これ を お も しろ が った 一 同 が 彼 の 屋 敷

SothertonCourtへ 出掛 けてい く。SothertonはBertram家 よ りさらに 由緒 ある大地 主の

countryseatで あ る。 ここはMariaがHenryCrawfordに 誘 惑 され るきっかけを示す重要

な場になる。若い男女の心理 ドラマが展開されるSothertonの 庭 は、古風な囲まれた整形式庭園だ

が、 うね うね と曲が り くね った 「自然林(wildemess)」 や 、 「隠 し垣(ha‐ha)」 も あ

る。曲が りくね った道 と、庭 に広々 とした外 の展望をもたらすha‐haは 新 しい時代の ものであ

る。古い庭 を新 しい庭 に しつ らえ直す ことに対 し、gentryた ち は皆、異 なる意 見を持 って い

る。 だが、彼 らがいずれ も庭 に特別 の愛着 を抱 いてい る ことは、描写 の端 々に も示 されて い

る。牧師館 のMrs.Grantは 庭 を改良 して 、遊歩道 を こ しらえ、 ギ ソバイ カ(myrtle)が 霜

に あわ な い よ う注 意 して い る。LadyBertramは バ ラ園 を持 ち、FannyもEastRoom

で ジ ェラニ ウムを育ててい る(こ れは恐 ら く、鉢植 えだ ろ う)。

庭 はgentryに と って飾 りものでは な く、菜園や温室 で野菜 や果 物 を栽培 す る ことは実益

を兼 ね た趣味 で もあ った。大 々 的な パ イナ ップル 園 を持 って い たNorthangerAbbeyの

GeneralTilneyと は違 い、SirThomasは 園 芸 に特別 の趣味 は もってい ないが、孤独 に浸 る

ための絶好の場所 として、庭の砂利道 と低木の植 え込 みをFannyに 推 奨 してい る。(p.323)

と りわけ熱心 な園芸家 は、Mrs.Norrisで あ る。彼女 の関心 は実用 園 にあ り、Sotherton

Courtを 訪 れ た時 、そ この園丁 か ら珍 しい ヒースの苗 と、雄 の卵 を 自分 の庭用 に貰 って帰 る

ほ どで あ る。 ムーア ・パー ク種 のアソズの苗木 に7シ リソ グ支払 った ことを彼女 は 自慢 に して

いるが、その実が一向におい しくないと指摘 して彼女を怒 らせたのは、Grant牧 師 である(p.54)。

こ うした庭 への愛着 ぶ りは、地 主 であ る彼 らの性格 の良 い面 を示 して い る。Mrs.Norris

の堅 実 な園芸家 ぶ りは、Fannyの 意 地悪 なGodMotherで あ る彼女 の人柄 の、別 な一面 を

物語 るので あ る。 それ は働 き者 と して のMrs.Norrisの 一 面 であ り、後 でFannyが 自分 の

母 親 と比 べて 、 「9人 もの 子供 が い て、 収 入 の 少 な い家 の母 親 と して は 、Mrs.Norris
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の方 が立派にや ってのけたで あろ う(p.390)」 と述 懐す る彼女の隠れた長所で ある。

だが、Londonか ら来 たCrawford兄 妹 は庭 には特別 の愛 着な ど感 じないのであ る。Mary

Crawfordは 、 庭 を散歩 した り、木陰 のペ ソチに座 る快適 さは認 め るが、 自然には全 く関心 が

な く、Fannyの よ うに、切 り倒 され る古 い並木 をい とお しみ、冬枯 れの庭 の常緑樹 の美 しさ

に賛嘆 の声 をあげ るな ど考 え られな い。HenryCrawfordの 方 は 自邸 の庭 を と うに 「改良済

み」で、一見、造園 に関心 が深 いよ うに も見 え るが、 これ も彼が土地 に愛着 を抱いてい るか ら

で はないので あ る。裕 福 なgentryの 間 で 「庭 園改良」 は一種 のブ ームで あ り、彼 は流 行 に

遅れ をとるよ うな人間で はないとい うだけの ことなのだ。む しろ、そ の才人ぶ り、変わ り身 の

早 さは 「転が る石」で ある彼 の落 ち着 きのない性格 を示 してい ると言 える。

こ うした 「土地 への愛着」 の欠如が、結局、Crawford兄 妹 の性格 の欠 陥につなが ると考 え

られてい ることは 明 らかで ある。土地 の管理 を代理 人任せ に して いることも、彼の無責任 な性

格をよく表 してい るし、土地に関心を持たないMalyが 、 どこか不 自然な人格であるのは、もともと

gentryと 土 地 とは切 って も切 れない結 び付 きであ るこ とを考 えれ ば、 当然 の帰結 か も しれ な

い。EdmundはMaryの`livelymind'に は 、 ま じめ な問題 について もま じめに なれ ない と

い う欠陥 のあることに気づいて悩む。Farmyも またHenryCrawfbrdの 無 責任 な`flirtation'

ぶ りに憤 りを感 じるが、 この ように人間 性の点で重 大な欠陥 を持 つ ことと、地主 と して は 「土

地」 に特別の愛情を持たぬ無責任 な不在地主 であ ることとは、無関係ではあ りえない。

Henryは 、0時 期、Fannyへ の愛 のために、良い地主 に生 まれ変 わろ うと努 力す る ことが

ある(p.404)。 このエ ピ ソー ドも 「土地へ の愛着」 が地主 の人格 にかかわ ることを示 して い

ると言 えよう。 「土 地の改良」 な らぬ 「人格改 良」 に彼 が成功 していれば、 この小説 の結末 は

違 った ものになっていただ ろ うと作者 は述 べて い る(p.467)。 だ が、結局 、彼 は途中で投 げ

出 して しまい、Mariaと の 不倫 に走 って しま うのであ る。

同 じように、Edmundの 聖 職就任(ordination)の 問 題 も、gentryと 「土地」 との関係 か

ら説 明がつ く。教 区牧師 の職 は、Edmundの よ うに地主 の次 ・三男 の身す ぎの道 として確 保

され ることが多 く、その場合 には収入 だけが 目的で、教区 に居住 しない者 も少な くなか った。

だ が、SirThomasとEdmundは 聖 職 につ いて、 も う少 し責任 の ある考 えを持 っていた。

教区牧師た るものは、教区 に住 み、教 区民 と交わ らなけれ ば、そ の義務 が果 たせ ないと考 える

点で意見 が一致 していたので ある。 これ はHenlyCrawfordの 考 え とは真 っ向か ら対立 して

いた。彼は牧師 と して の義務 などには関心がな く、聖職 を単 に 「割 りのいい収入源」 と しか見

ない し、Maryに 至 っては、`Clergymanisnothing.(p.92)'と そ の世間 的地位 の低 さを問

題 にす る始末であ る。

この よ うに、M.P.で は 「土地 への愛 情」 の有無 が、確 か に 「人格 の高潔 さ」 を示す指標 に

なっている。だが、 「土地」 と共 に生 きる伝統的な`residentnativegentry'の 在 り方に、Austen

が 固 執 していた と考 えるのは早計 であろ う。 時代は既 に19世 紀 、封建領主 の ような 「土地貴族

」 的在 り方 は 、す で に時 代 の 流 れ か ら取 り残 され て い た ので あ る。現 に、SirThomas

は西 イソ ド諸島 に農園 を持 ってい る。 「土地 」は既 に、 イギ リスの領土拡大 の波 に乗 って、海

外へ と広が ってい ることが小説 の中で も示 されてい るので ある。又、長男TomがMansfield

に寄 りつかなか った り、MariaとJuliaが 都 市 での生活 に憧 れてい るなど、若 い世 代 には土

地離れの傾 向が見 られ る。

Tannerがgentryの 「貴族 的な土地 への愛着」 と言 った時、彼 は当然 、当時 のイギ リスが

資本主義産業社会の時代 に入 っていた ことを視野 に入れて いた と考 えられ る。海外進 出 と工業

化 によ りブル ジ ョアの台頭 がめ ざま しか った時代で あ る。gentry階 級 についてい えぱ、封建
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領主的地主の時代は終わり、地主資本家 として経営手腕を問われる時代になっていた。Austen

も次作Emma(1816)で は、土地経営家 として柔軟 な手腕 を見せる地主Mr.Knightly

を描き、絶筆となったSandrton(1817)で は先祖伝来の土地を離れて、 リゾー ト・タウソの

建設に乗 り出す事業家地主の姿を描いている。こうした新 しい地主の在 り方に対 して、作者が

否定的であったとは思えない。FannyPriceが 静かなM.P.に 現れたCrawford兄 妹に示 し

た嫌悪感の底には、gentryが 都会で生活することへの危惧があることは否定 しがたい。だ

が、それはあくまで倫理的な次元での問題なのである。

IIIプ ロテスタ ン ト的倫理

魅 力的だが、道徳的に欠陥のあるCrawford兄 妹 の誘惑 に抵抗 し、それを退けたのは、Bertram

家 の 「貧 しい親 戚」 、 目立 たな い娘 のFannyPriceの 手 柄 で ある。FannyがCrawford

兄弟 の何 に抵 抗 し、 ど うや ってそれ に成功 した かとい う点 か ら、London対M.P.の 問 題を

見てみ よ う。

FannyはCrawford兄 妹 が現 れた時 、18歳 に な って いた。 だが、Fannyが 一 人前 の若い

女性であ るのか(つ ま り、結婚市場 にでてい るのか)、 まだ、少女 なのか、そ この ところはあ

いまいで ある。 この点 について引 っ込み思案 のFannyの 態 度 か らは判断 がつ き兼 ねたMary

Crawfordは"Pray,issheoutorisshenot?"(p.51)と 尋 ね ている。"out"で あ れば、

「社交界 にデ ビュー して い る」 一人前 の女性 とい うことだ が、"notout"で あ れ ば、 まだ、

「デビュー していな い」少女 であ る。Maryに よ れば、大人の女性 と少女の間には厳密な区別

がある。少女であれば 自信 のない態度 も許 され る し、 また、そ うあ るべ きだ と言 うので ある。

とこ ろが、Fannyの 場 合、外 か ら判 断 がつ きかね たの で、上 の よ うな疑問 が出 たわけ であ

る。尋 ね た結果 、Maryの 結 論 は、"Oh!thenthepointisclear.MissPriceisnot

out."(p.51)で あ った。

MaryはFannyを"notou♂ と結論づ けたが、実 際には、Fannyが ま だ成長途上 の少女

で あると言 い切 る ことは むずか しい。 だ が、Fannyが 精 神的 に 「女学生(schoolgir1)」 で

あ ること も否定 はで きな い12)。彼 女 は世 間知 らずなromanticistで あ る。 お世辞 に も早熟 な

タイ プ とは 言 い が た い の で あ る(彼 女 が か つ て教 室 と して使 わ れ て い たEastRoom

か ら、今 だに離 れ られ ないの もそのた めであ る)。Fannyが 精 神年齢 の点で 「若 い」 とい う

こ とは、Crawford兄 妹 と彼 女 との 関係 を考 え る際 に、 意 味 が あ る。 まず 、彼 女 一 人 が

Crawford兄 弟 の 「魅 力」 か ら離れて おれたのは、彼女 が 「若す ぎる」 と見 なされていたせい

であ る。HenryCrawfordは 彼 女 を相 手に しなか った し、Fanny自 身 もまた、若者特有 の潔

癖 さで、彼 の"flirtation"に 反 掻 を感 じた。

Maryに 対 して は、Fannyは な お一層、複雑 な関係 にあ り、嫌悪感 もそれだけ強 かった と

思われ る。Fannyは 若 く、 しか も、 自分が"nobody"で あ る ことを常 に意識 している。 それ

に対 し、Maryは 「理想 のperfectwoman」 と も言 うべ き女 性であ る。Maryは21歳 で丁年

に達 っしてお り、美貌、才気、教養 と も申 し分 な く、20.000ポ ソ ドの財産 も持 ってい る。何 よ

りも、自信に満 ちた大胆な態度 は、若いFannyに とって、憧れの女性像である。だが、Fanny

の 中 の 「未成年 的潔 癖 さ」は しば しば、Maryの 「大人 のsophistication」 に対 して、厳 しい

批判 の 目を 向け る。 そ れで な くて も、Fannyに は 、Edmundと 親 し くして い るMary

に厳 しい視線 を注 く理 由が も うひとつあった。 なんといって も、彼女 は十歳 の時 か ら乙女 らし

く一一途な気持 ちで、Edmundを 愛 して いた とい うことを忘 れてはな らない。

「若 い」Fannyが 何 よ りも強 く反 掻 した のは、Crawford兄 弟 の道 徳的堕落 に対 して であ
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った と思われる。だいたい、この兄妹のスマー トな遊びぶ り、 「自由な」恋愛のや り方 から、彼 らが

gentryの モ ラル とは程遠い異質 な規範 によって動いてい るζとは容易 に推測 され るが、Fanny

の 純朴 な 目を通す と、Crawford兄 妹 の徹底 した快楽主i義者 ぶ りには、貴族社 会の退廃 さえ感

じられ て くる。 これ に対 し、SirThomasやEdmundの 教 化 の下 に成 長 したFanny

は 、 田舎 ら しく純朴 だ と言 う以上に、明 らか に禁欲主義的 である。 また、彼女が世間 ぱなれ し

てお り、非常 に潔癖 だ と言 う点 を考 え ると、 「清教 徒的(puritan)」 と さえ言 いた くな る。

「清教 徒 」FannyはMariaとJuliaの 愛 情 を もて遊 ぶHenryCrawfordのflirtation

ぶ りに 当然 、憤 りを感 じるで あ ろ う。 また、Edmundの 誠 実 な愛 情 に 、素 直 に答 えな い

Maryに 対 して も、Fannyは 怒 りを感 『じてい る。技巧 的な、偽 りの愛 に対 し、敏感 に反 応す

る。 この彼女 の 「清教徒」的性格 は、彼女 の魅力で もあ る。後 にHenryCrawfordが 彼 女 に

結婚 を申 し込 むほ ど引 き付け られて しま うの も、彼女の 「清教徒的」 な性格 の魅力が、彼 にと

って新 鮮 で あ っ た か らだ 。 だ が、 そ の い ちず な 性格 は ま た 、Fannyを し て あ くまで

Crawford兄 妹 への反 機を変えず、彼の求婚 をも断 って しま うとい う行 動へ駆 り立て もす る。

SirThomasの 突然 の帰国に よって、芝居騒 ぎは終 わ り、Crawford兄 妹 は一時、舞台か ら

引き下がる。表面的にはM.P.に 元 の平穏 さが戻 ったのである。 だが、芝居の舞台を取 り壊 し、長女

Mariaを 無 事結婚 させたSirThomasも 、 さす がにCrawford兄 妹 が彼の留 守中 に巻 き起

こした悪 影響 にまでは気 がつかない。SirThomasは 兄 妹の表面 的 な魅 力 とそ の財 産 に欺 か

れてい るのだ(こ の ことを もって して も、SirThomasが 非 の打 ち所のない有徳 のgentlemam

で は ないことがわ かるとい うもので ある)。

物 語 は ここか ら、思 い がけない発展 を見 せ る。 これ まで醜 いア ヒルの子 であ ったFanny

に 、 ス ポ ッ トラ イ トが 当た り、 い よ い よ 、彼 女 が主 役 に な るの で あ る。 帰 国 したSir

ThomasはFannyが 「健康 の点で も美貌 の点で も改良(improve)さ れ た」(p.178)こ と

に気付 く。FannyはSirThomasの 姪 と して大 事 に され る よ うにな り、牧師 館 のdinher

に も招 かれ るよ うにな った(こ れでFannyは"sheisout"、 つ ま り、社交界 に出 た ことに

な り、 名実 共 に大 人 にな った ことに な る)。Fannyの 急 激 な地 位 の 向上 にMrs.Norris

は悔 しが り、Fanny自 身 も戸惑 う程で あ る。

こうした折 も折 、HenryCrawfordが 再 び現れて、「MissPriceの 胸 に小 さな穴 を あけ る」

(p.229)つ も りで彼女 に近 く。 だが、Fannyの 控 えめな美貌 とその人柄 は、逆 に彼 を捕 ら

え、彼の方が恋の虜に なって しま うので あ る。

小説の後半 は、 プ レイボーイの恋 とい う思 いがけない展開で始 まる。姪 が願 って もない良縁

に恵 まれた ことを知 って喜 んだSirThomasは 、Fannyの た めに大舞踏 会 を催 して、二人

の結婚 を実現 させ よ うと努力す る。

HenryCrawfordがFannyに 結 婚 を申 し込 んだ時点 で、Fannyは 女 性 と して一一つの勝利

を手 に した と言 える。 これは また、Bertram家 の 一員 としての彼女 の地位 を不動 にす るもの

で もあ った。 それ に も拘 わ らず 、Fannyは 頑 固 にHenryCrawfordの 求 婚 を拒 む ので あ

る。だが、Fannyは 「節操(principles)」 の 点で問題 のあるHenryの 実 態 までは明 らか に

しないため、SirThomasは せ っか くの チ ャソスを見逃 そ うとす るFannyの 「良識」 に失

望 す る。(FannyがHenryCrawfordの 無 節 操 ぶ りに つ いて黙 って いた の は 、Maria

の名 誉 を守 るためで ある)

FannyはSirThomasの 不興 を買い、M.P.を 一 時追 い出 され、Portsmouthの 実 家 に返

され る こ とに な った 。Fannyは 田 舎 の大 地 主 の 家 か ら離 れ、Portsmouthで 町 の下 層

gentlemanの 生 活 を経 験 す る こ と に な っ た ので あ る。London,M.P.,Portsmouth
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という三つの場所での経験 を経 て、F㎜yの 教育は完成す るとい う段取 りである。では、Fanny

がPortsmouthで 得 た ものは何 か、 また、彼女 は ど うや って、MansfieldParkに 帰 ること

になったのか、を考 えてみ よ う。

Crawford兄 妹 の快 楽主義 を否定 したFannyに 、 下層gentlemanで あ るPortsmouth

のPrice家 は ど う映 ったのだろ う。

Fannyに と って、Portsmouthの 実 家 は決 して、居心地 の良 いと ころでは なか った。 子沢

山の家庭の 貧 しさ、 家 の小 ささ、騒 々 しさ、 だ ら しのな い生活 ぶ りは、Fannyを 呆 れ させ

る。父親 は酒 を飲 み、母親 は、離 れて暮 ら して きたFannyに 冷 淡だ った。

裕福 な大地主 の家 庭か ら来 たFannyが 、 自分の両親 を怠惰で あ ると批判 してい るのは興味

深いことである。彼女から見て、両親の家は うま く運営 されてお らず、貧 しい家庭 の主婦 と しては

Mrs.Norrisの 方 が、む しろ有能 では ないか と、再認識 す るほどだ った。Fannyは 意 外 に実

利的な考 え もで きるのであ る。彼女 は実利的 に考 え るだけでな く、実 際に行 動 も起 こ した。兄

Williamの た めにシ ャツを縫 い、妹 たちに躾 を しようと心 を砕 いた。Portsmouthの 娘 た ちは

Fannyが 、 ピア ノも弾かず、美 しい服 も身 につ けて いない のを見 て、彼女 がladyで は ない

と馬鹿 にす る始 末であ る。

これはどうい う意味だろう。Fannyは 准 男爵家でgentlewomanと しての教育 を受けたが、Maria

やJuliaの よ うに令嬢 と して育 て られたわけで はない、 とい うことであ る。Fannyは 小 さい

時か ら、家族 の用 をいいつ か るこ,とが あった。Fannyは 家 族 と使用人 の間の連絡役 を勤 め、

Mrs.Norrisの 助 手として裁縫 もやれば、LadyBertramの 話相手となり、手芸の手伝いもした。 よく

ladyの 居 間には、そのお相手をつとめる`companionlと い うgentlewomanが い るが、Fanny

は 無給 なが ら、 そ うしたcompanionで あ った と言 え る。`1ittlewhiteattic'に 住 む`poor

relation'の 身 と してはそ のよ うな仕 事を引 き受 け ざるをえなかったので あろ う。 また、その

ように して成長 してい く間 に、Fannyが そ うした実務的 な能 力を身 につけた とい うヒ とに も

注 目したい。r役 に立 つ(usefulness)」 こ とが彼女 の存在 意義 なのであ る。

FamyがPortsmouthか らM.P.へ 帰 れたの も、彼女 の 「有用性」が認 め られたか らである。

FamyのPortsmouth滞 在 は無期限になるかと思われたが、物語は再度、状況一転 し、彼女は急遽

MansfieldParkに 呼 び戻 され ることになった。それ とい うの も、Bertram家 で は、 これまで

表面化 しなか った問 題が一挙 に噴 出 した形で家庭 崩壊 の危機 が迫 って お り、Fannyの 手 助 け

が必要 とな った か らで あ る。M.P.で は 長男 のTomは 放 将 な都会生 活が たた って病気 にな

り、Rushworth夫 人 のMariaは 事 もあろ うに、HenryCrawfordと 駆 け落 ち し(Fanny

に嫉妬 したのである)、JUIiaは 父親の制裁を恐れて出奔す るとい う不幸が重なっていた。Bertram

夫妻 は呆然 自失 し、Fannyの 手 助 け と慰 めが必要 となったので あ る。 これ は`companion'

と してのFannyの 能 力が評価 された とい うことであ る。

HenryCrawfordはFannyへ の愛 に よって生 まれ変 わ るか、 とい う読 者 の期待 は、最後

にな って見事 に裏切 られ る13)。だ が、彼 が最後 まで ドソ ・フ ァソであ り続け ることは、初 めか

ら意図 さμ た ものであ る。結 局、M.P.は ロ ソ ドソか ら来た不在地主 のCrawford兄 妹 のお蔭

で一 時、混乱 に陥 るが、Fannyの 「清教徒 主義」 に よってその誘惑 を退 け、 さ らにFanny

の 「有用 性」 に よって立 ち直 るとい う構 図が浮かび あが って くる。

だが、結論 を引 き出す前 に、Fannyか ら見 たM.P.を 検 討 してみ る ことに しよ う。Fanny

は下 町に あるPrice家 で 、M.P.の 良 さを改 めて意識す ることにな った。 その一 つは 田舎 の

自然の中にあるM.P.へ の評価である。Portsmouthに は 、春の訪れを告げる緑のない ことを、Famy

は 寂 しく思 う。 自然 を求め るFannyの 気 持 ちは、gentryら しい 「土地へ の愛着 」の女性 ら
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い 表 明だ と考 えられ る。

第二 はMansfieldの 静 穏 な 生活 の価 値 で あ る。`tranquility'、 或 い は 、`serenity'

とい うのは抽象的 な言葉 だが、Bertram家 の 穏や かな生活 に、Fannyは 価 値 を見いだすの で

あ る。そ の対 局 には、Portsmouthの 貧 しさが引 き起 こす 「混 沌ぶ り」、 その具体的 イ メー

ジとしての騒 音、家の狭 さが ある。

M.P.の 穏 やか な生活 は、物 質 的豊 か さの産 物 で もあ るが 、 よ く考 えて み れば 、Fanny

は 貧 しさを恐 れて い るわけ ではない。M.P.の 価 値 と して、Fannyが 何 よ りも強 く意識 して

い るのは、理性 に よって コソ トロール され た生活 の良 さで ある。Fannyは 、 個人 の尊厳 もプ

ライ ヴァシー も守 られ ない両 親の家 の乱雑 な状態 の中で、M.P.の 「静穏 」を懐か しく思い出

す ので ある。

AtMansfield,nosoundsofcontention,noraisedvoice,noabruptbursts,no

treadofviolencewaseverheared;allproceededinaregularcourseofcheerful

orderliness;everybodyhadtheirdueimportance;everybody'sfeelingswere

consulted.(p.392)

Mansfieldの 良 さは、物質 的な豊 か さではな く、む しろ、人 間関係の秩序 にあるのであ る。

その秩序 の原動 力 はFannyの 考 えに よれば、`delicacy'や`decorum'と い ったgentry

特 有 のルールであ る。 「誰 もがそれな りに重要 だった。す べての人 の気持 ちを汲む よ うに配慮

されて いた」 の`everybody'と い う言葉 にFannyは 恐 ら く、 「貧 しい親 戚」及 び 「女性

」 を含めていたであ ろ う。

Portsmouthが 、女性 であ るFannyに と って居心地 のよいと ころではな く、男性中心の社

会 であ った ことも、Fannyの 幻 滅 の重要 な要 因 と思 われ る。Fannyは 父 の粗 野な態度 に面食

ってい るが、Mr.Priceは 海 の男で、海 は男性 の世界 であ る。彼 が娘 の意 向など頓 着せず、 自

分 のペー スで散歩 をす る(p.403)の も当然 なので ある。Portsmouthと は その よ うな男性 中

心社 会で あ り、Mrs.Priceが 娘 よ り、息子 に愛情 を感 じるの も こう した価値 観 に基 づいて い

るわけなのであ る。

Portsmouthに 比 べ ると、M.P.が 女 性に とって暮 らしやすい ところであ ることに、Fanny

は 気 がつ く。Austenと 同 時代 の女権 論者(feminist)MaryWollstonecraft(1759-1797)

は、 およそ どの社会 で も、 どの階級で も、女性は理性 と判 断力 を備 えた一 人前 の人間 と して認

め られていな いと嘆いた ことで知 られ てい る14)。だ が、M.P.で は この嘆 きは的外れ であ り、

少 な くとも、M.P.の`delicacy'は 女 性 の味 方で ある。Austenの 作 品 では男女 が同等で あ

り、信頼 しあ って い る様子 が ご く自然 に描 か れてい るので 、我 々 は、現実 に はAustenの

gentee1な 世 界 におい て も、Wollstonecraftの 問 題 があ っただ ろ うとい うことを、 つい、見

逃 しがちである。だが、Austenは 、敢えて女性にとって理想、的な状態を描 くことで、Wollstonecraft

の 嘆 きを克服 しよ うとした と言えないだ ろ うか。 「わた しは出来 る限 り、彼女(皇 太子妃)を

支持 したいと思います。彼女が女性であるか らです ・… 」 と、Austenは 手紙に書いたことがあっ

た15)。彼 女 も隠 れたfeministな の だ。Portsmouthの 場 面 では、Austenは 珍 しく現実 を描い

て いるので ある。

Portsmouthと は 違 って、M.P.で 女 性が既 め られてい ないのは、gentryの マ ナーが防波

堤 の役 を果 たす か らであ る。 マナー は しば しばFannyを 救 った ことがあ った。例 えば、Sir

Thomasの 留 守 中に、TomがEdmundの 反 対 を押 し切 って芝居 を上演 しよ うと した時の こ
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とである。人数が足 りないので、端役 がFannyに も割 り振 られることになった。 そこで、Tom

がFannyに 出演依頼す るが、Fannyは 断 る。(そ の理 由は複 雑で、 まず 、第一にEdmund

の 影 響 で 、芝居 その もの に反対 で あ った ことが あ げ られ る。 だ が、 第 二 の理 由 、 内気 な

Fannyに は舞台で人前 に立 つ勇気 がない と言 う理 由 も見逃す わけにはいかない)。

Fannyは 申 し出を断 った。だ が、一 同の視線 が 自分 に集 まって い るのを感 じただけで 「シ

ョック」 を受 けて しまう(p.145)。 お節介 な伯母 のMY'S.Norrisが 叱 りつけ よ うとす る。 だ

が、その機先 を制 してEdmundが 次 の よ うに言 う。

`D
onoturgeher,madam,'saidEdmund."ltisnotfairtourgeherinthis

manner.‐Youseeshedosenotliketoact.‐Letherchooseforherselfaswellas

therestofus.‐Herjudgementmaybequiteassafelytrusted・ ‐Donoturgeher

anymore."(pp.146-7)(イ タ リ ッ ク は 筆 者)

お とな しいFannyを 庇 い、 しか も、Fannyの 理 性に、十二分 の信 頼 を寄せ てい ることを

知 らせる発言である。Edmundの 言 い分は、Famyの 判 断力は信頼で きるものであるか ら、決断は

Fannyに 任 せ、周 囲の者 が 口出 しをす るべ きではない とい うものであ る。

だが、その場 はそれ で収 ま らなか った。Mrs.NorrisはFannyを 叱 りつけ、恩の あるいと

この頼 み を引 き受 け るの は 、Fannyの 義 務 で は ない か と言 う。 これ を 聞い て、Edmund

は怒 りの余 り言葉 を失 って しま う。居 合 わせたMaryCrawfordは 一 瞬あ っけに取 られ た。

だが、 明敏 な彼女 は、忽 ち事 情を察 し、 さ りげな く 「椅子 をず らし」て、Fannyに は 優 しい

言葉 をかけた。 そ して、兄に 目配せ を して話題 を変 えて しま うので ある。(p.147)。

こ の場 面はMaryの 気 持 ちの優 しさを示す とともに、gentlemanの マ ナー の根幹 で あ る

`d
elicacy'に つ いて も考 えさせ る場面 であ る。Fannyの 立 場 と気持 ちを察 して、 さ りげな く

そ の場 を救 ったMaryの 思 い や りに比 べ て、 他 人 の前 でFannyの 微 妙 な 立場(poor

relationで あ る こ と)に つ い て言 及 す るMrs.Norrisの 行 為 は 明 らか に`delicacy'

を 欠 くもので あ り、マ ナー違反 なのであ る。

以 上 の ことを考 え る と、Fannyだ け で な く、作者 も`elegance'を 最 高 の価値 とす る

gentlemanの マ ナー とい うものに、大 いに期待 してい たとい うことがで きるであ ろ う。 マナ

ー は 「弱者 」 へ の防波 堤 の役 割 をす るので あ る。 マ ナー が遵 守 されて い る限 り、Austen

の ヒロイ ソた ちは、男性 か ら 「理性」 と 「判断 力」 のない劣 った生 き物 として、理不尽 な扱 い

を受け る ことか ら守 られて い るわけであ る。

だが、勿論 、 これはマ ナー の通用 す るgenteelな 世 界 に限 られ るわけであ るか ら、Fanny

と して は次 のよ うな認識 を、上 の経験 か ら持 つに至 った と考 え られ る。即 ち、彼女 は弱い立場

にあ り、`delicacy'や`decorum'に よ って辛 うじて守 られてい るにす ぎない。だが、.decorum

は い つ も遵守 され る とは限 らない。引 っ込 み思案 でいては侮 られ るば か りで あ る、それ には

「自己への信頼」 が ど うして も必要だ … と。

「自己への信頼(self‐reliance)」 は ヒロイソの成長 に欠 かす ことはで きない出発点 であ

る。Austenは ヒ ロイ ソが 「理 性 と判断力」 を働 かす ことを、常 に要求 した。 彼女の小説 はす

べて、 ヒロイ ソが 「理 性 と判 断力」 を身につけ、それを働 かす ことを学ぶ過程 を描いてい ると

言 え る。Austenの ヒー ローたちは、常 に、 ヒロイソが 「理性 と判断 力」 を行使 す ることを期

待 し、援 助す る役割 を果 た してい る。EdmundはMrs.Norrisに 、`Letherchoosefor

herselfaswellastherestofus.‐Herjudgementrriaybequiteassafelytrusted.Do
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noturgeheranymore.'と 言 う。 また、SirThomasもFannyを 翻 意 させ たい と思 え

ぱ、まず、条 理をつ くして 「説得」 にかか るのであ る。彼 がFannyの 理 性 に期待 を していなか

った ら、 とうに強制的手段に訴}て いたに違 いない。

M.P.と は 、 この よ うなdelicacyが 価 値 を持 つ場所 で あ った。 「貧 しい親戚 」 にす ぎな

い、 きま じめで、だが、働 くことの好 きなFannyは 、Portsmouthと 引 き比べて、 よ り洗練

され た地 主 の生活 を選 び 、 さ らに、HenryCrawfordの 妻 と して ロソ ドソで生活 す るよ り

も、MansfieldParkで の 「役に立つ(usefu1)」 な生 き方を選びとった。彼女は最後には、Edmund

と結 ばれ、M.P.の 教 区牧師の妻 とな る。 だが、 これ はM.P.の 後 継者 にな ることを意味す る

もので はない。結局、Fannyは 牧 師の妻 と して あ くまで 「奉仕」 の人生を送 るので ある。

「有用性」 は清教徒 的で、 ブル ジ ョア的 な価値 であ る。 女学生 のよ うなFannyは 多 分 に清

教徒 的で さえあ る。Fannyば か りではない。Crawford兄 妹 の 「自由 ・快楽 主義」 に対す る

SirThomasの 「勤勉 ・禁欲 ・義務 ・誠実」 はgentryの 中 に、ひ とつ のは っぎ り した性格

が既 に生 まれ ていた ことを示 してい る。

MaxWeberは イ ギ リスの国民性の中 に 「二つ の性格、即 ち、あ りの ままの素朴 な人生 の喜

びを味 お うとす る性格 と、厳 密な規 律 と自制 によって 自己を支配 し、形式 的な論理的規制 に身

を委ね よ うとす る性格(bothelements,thatofanunspoilednaivejoyoflife,andofa

strictlyregulatedreservedselfLcontro1,andconventionalethicalconduct)」16)

を見 た。AustenもCrawford家 とBertram家 と い う二 つのgentry一 家 に、相 反す る二

つの性格 を見 たと も言 え る。MaxWeberは 前 者 をsquire階 級 的性格 、'後者 をプロテスタソ

ト的 と考 えた。 そ して、'protestantethic'こ そ 、資本主義 的生活様 式 を発達 させ る原動力 と

な った精神 だ と した。FannyはM.P.の 長 所 は 「万事 が朗 らかに、秩序正 しく進 め られ た(all

proceededinregularcourseofcheerfulorderliness)(p.391)こ とだ と考 えたが、 これと

MaxWeberに よるメソジス トの 「組織的方法によって合理化 された倫理的生活態度(methodically

rationalizedethicalconduct)」 には共通 したものがあ るよ うに思われ る。

N終 わ りに

小説MansfieldParkはFannyと い う内気 な ヒロイ ソの 自立 の過程 を描 いてい るが、 こ

のか弱い女性を試金石 として、gentryの 本質を問お うとい う作者の意図が背後 に感 じられる。London

か ら きた不在地 主のCrawford兄 妹 との比較 によって 明 らかにな るのは、gentryと しての本

質 を見失 い、その義 務 を怠 って いる者 の 「空虚 な 自我」な ので ある。

だが、Bertram家 の 倫理意識 を探 るうちに、資 本主義 の精 神 と似 た ものに行 き着 くのは、

19世 紀 初頭 とい う時代背景 を考 えればむ しろ当然で あろ う。Austenは 時 代の流れ に敏感 であ

り、次 々作Persuasion(1818)で は 、准男 爵の娘AnneElliotがFannyを 上 回 る実務的

能 力 を 発揮 す る様 子 を 描 い て い る。AnneElliotは 先 祖 伝 来 のKellynch-hallと い う

「土地」を捨て、家政 の手腕 を重 宝が られて妹 の家 で生 きてい く。そ して、最後 には、家柄 も

土地 も持た ない海 軍大 尉 と結婚 す るの であ る。 ここで も、一見 、古風 な性格 のAnneElliot

が 、 「有用」 とい う新 しい美徳で彼女 の人生 を切 り開いてい く新 しい女性で ある ことが示 され

る。女 性の 自立 の過程 をた ど る うちに、 ど うや らgentlyの 世 界 に も新 しい時代 が開けて く

る気配で ある。
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注

1テ キ ス トはTheNove・ 胎ofJaneAusten,Vo1.nl,ed.R.W.Chapman,3rdEdition.(Oxford

Uiniv.Press,1933)を 用 いた。 以降、 この テキ ス トか らの引用 はす べて本文 中 の括 弧 によ って その頁数 を示す 。 ・

2フ ェ ミニ ズ ム批 評 のJ.Austen論 は数 多 い が 、MargaretKirkham,JaneAustenFeminismand

Flctlon(TheHarvesterPress,1983)がM.Wolstonecraftと のか かわ りを考察 して示 唆 に富 む。他 に、Susan

Morgan,IntheMeantime(Univ.ofChicagoPress,1980),MeenakshiMukherjeeJane

Austen。WomenWriters.(Macmillan,1991)等 。

3SeeIsobelArmstrong,.JaneAusten:MansfieldPark.PenguinCriticalStudies.(Penguin,1988)p.26.

4多 忙 で あ る こ とは 、 自我 が 空 虚 で あ る こ とを 示 し、 この 作 品 で は む しろ悪 で あ る。

5SeeHenryAusten's"BiographicalNoticeoftheAuthor",TheNovelsofJaneAusten,op.cit.,

Vol.V,p:5.

6G.E.Mingay,EnglishLanded.SocietyIntheEighteenthCentury(RoutledgeandKegan

Paul,1963)に よ る と 、1790年 のEnglandとWalesの 地 主 の う ち、 年 収5.000～6.000ポ ソ ドの 地 主 を

`
greatlandlords'、3.000～4.000ポ ソ ドの 地 主 を`wealthygentry'、1.000～3.000ポ ソ ドの地 主 を

1`1
essergentry',そ れ 以 下 を`modestgentlemen'と して い る 。`greatlandlords"は 大 部 分 が 貴 族

で あ る。 尚、MansfeldParkの 執 筆 は1811～1813年 で あ り、SirThomasの 年 収 は推 定10.000ポ ソ ド

で あ る。Seep.26.

7G.E.Mingay,ρ ρ。Clt。に よれ ば 、Londonで 社 交 シ ー ズ ソ を過 ごす に は3000～4000ポ ソ ド以 上 の 年 収

が 必要 だ っ た。p.21

8SirThomasは 下 院 議 員 で あ る の で 、 国 会 会 期 中 は 上 京 す る。 ま た 、 長 男TomはLondon

にい りび た っ て い る。

9R.W.Chapmaned.,JaneAusten'sLetters(OxfordUniversityPress,1959),p.50.

10TonnyTanner,,janeAustenCMacmillan,1986)pp.144‐6.

11一 方 で 、MansfieldParkはFannyの 実 家 で あ るPortsmouthと も比 較 され て い る。Portsmouth

は 港 で 、Price家 は 父 子 三 人 が海 軍 に 勤 め て い る。 こ こ は 土 地 とい う安 定 した 基 盤 を持 た な い 代 わ り

に 、 個 人 の 実 力 で 出世 可 能 な 、海 の 男 の 町 で あ る。 こ の こ とか ら もMansfieldParkが 「土 地 と結 び

付 い た 」世 界 で あ る こ とが浮 か び上 が っ て くる。

12Fannyの 未 熟 さ に つ い て は 、KennethLMoler,"TheTwoVoicesofFannyPrice"Jane

Austen=BicentenaryEssaysed.JbhnHalperin(CambridgeUniversityPress;1975)を 参照 され た い 。

13Fannyに 求 婚 中 のH.CrawfordがMariaと 駆 け 落 ち した こ とで 、 彼 の求 婚 を 断 わ っ たFanny

の正 しさは 証'明 され た こ とに な る。

14MaryWollstonecraft,MaryandtheWrongsofWomen.TheWorldClassics.

(OxfordUniv.Press,1976)

15R.W.Chapman,JaneAusten'sLetters,op.clt.,p.504.

16MaxWeber,TheProtestantEthlcandtheSp.irltofCapltallsmtranslatedbyT.Parsons.

(London,UnwinUniversityBooks,1930)p.125

17MaxWeber,op.clt.,p.173
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Summary

InMansfieldParkJaneAustenfocussesonawealthygentryfamilyandits"poorrelation",

FannyPrice.Fannyknowssheis"nobody"among・theremarkablyfinefamily.Thenovel

describeshowshegrowsintoatrueheroinewhocanjudgeandactonherown.Indoing

so,however,theauthouralsousesthissensitiveheorineasaview‐pointtocastacritical

viewonmoralaspectsofthegentry.Beinganoutsider,Fannycalmlyobservesthebaronet's

familyandtheirneighbours,theCrawfords,theirmeritsandfaultsaswell.Through

Fanny'seyeswefindthatthelifeoftheBertrams,"residentnativegentry",ispuritanically

stoical,whilethatoftheCrawfords,"non-residentgentry",isepicurean.Fanny'smoral

principlesandusefulnessremindusMaxWeber'sprotestantethic'.Thisessayattemptsto

examineJaneAusten'sgentryworldfromwoman'spointofview.

B



し

、


